
2月 11日 (祝)い わみ―る体育室に

おいて、石見神楽楽校が開校されま

した。この楽校では、全 5回 の教室

を通じて 1演 目の習得を目指します。

第 1回 目のこの日は、市内の面工房

や衣装店を見学し、自ら作った幣や

さおを使っての練習が行われました。

主な内容

国民年金制度の一部が改正されました…………………………2、 3

今年 4月から特別障害者給付金が始まります………………………3

環境課題の解決のため|こ新税を導入します…………………………5

子育て&健康ひるば…………………………………………………………8～ 11
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浜
田
市
市
民
憲
葺

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
詰
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
一こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
働
く
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
一生
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す



国
民
年
金
保
険
料
に
関
し
て
４
月

か
ら
実
施
す
る
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

現
行
　
月
額
１
３
、
３
０
０
円

平
成
１７
年
４
月
か
ら
毎
年
２
８
０

円

（月
額
）
ず
つ
引
き
上
げ
、
平
成

２９
年
度
か
ら
は
月
額
１
６
、
９
０
０

円
に
固
定

○
平
成
１７
年
度
は

月
額
１
３
、
５
８
０
円

現
在
は
、
失
業
中
な
ど
で
低
所
得

の
若
年
者
が
所
得
の
高
い
世
帯
主
と

同
居
し
て
い
る
時
ほ
保
険
料
が
免
除

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
若
年
者
に

つ
い
て
、
同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の

所
得
ほ
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
所
得
要
件
で
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
将
来
負
担
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
時
点
で
保
険
料
追
納
を
可

能
と
す
る
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
４
月
か
ら
平
成
雰

年
６
月
ま
で
の
１０
年
間
の
時
限
措
置

と
し
て
設
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
２０
歳
代
の
第
１
暑
被
保
険
者

で
あ

っ
て
、
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
が
基
準
に
該
当
す
る
人

・
納
付
猶
予
期
間
は
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
の
計
算
に
ほ
反
映
さ
れ
ま
せ

・
納
付
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
１０
年

間
追
納
で
き
ま
す
。

・
納
付
猶
予
期
間
中
に
不
慮
の
事
故

な
ど
で
障
害
と
な

っ
た
り
、
死
亡

し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

第
３
暑
被
保
険
者

「厚
生
年
金
保

険
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
夫

（妻
江

の
届
け
出
は
、
２
年
前
ま
で
さ
か
の

ほ
っ
て
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
保
険
料
未

納
期
間
と
な
り
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
し

た
。平

成
１７
年
４
月
以
前
の
第
３
暑
校

保
険
者
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
期

間
に
つ
い
て
、
届
け
出
を
す
れ
ば
２

年
以
上
前
の
期
間
も
第
３
号
被
保
険

者
期
間
に
算
入
さ
れ
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

。
今
年
４
月
１
日
以
降
に
２
年
以
上

遅
れ
て
届
け
出
を
し
た
場
合
は
、

や
お
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合

区
限
り
２
年
前
よ
り
前
の
期
間
も

保
険
料
納
付
済
期
間
と
な
り
ま
す
。

・
第
３
暑
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い

る
の
ほ
該
当
届
を
提
出
し
て
い
な

い
人
は
す
み
や
か
に
提
出
し
て
＜

だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
区
第
３
暑
被
保
険
者

該
当
届
を
２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
て

提
出
し
て
い
る
人
は
、
自
動
的
に
保

険
料
未
納
期
間
を
保
険
料
納
付
済
期

間
に
変
更
し
ま
す
。
（左
図
参
照
）
結

果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《現行》
第3暑被保険者に該当さかのぼることができる時点

《今年 4月 以降》
第3暑被保険者こ該当

届|サ出

届|す出

○
年
金
受
給
者
ま
た
は
受
給
権
が
あ

る
人
は
…

す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

ま
た
は
受
給
権
が
あ
る
人
で
、
今
回

の
特
例
措
置
に
よ
り
未
納
期
間
が
保

険
料
納
付
済
期
間
と
な

っ
た
場
合

は
、
年
金
額
が
自
動
的
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

①
注
意
Ｈ

保
険
料
未
納
期
間
と
な

っ
て
い
た

期
間
に
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
障
害

者
と
な

っ
た
場
合
は
、
特
例
措
置
区

よ
っ
て
そ
の
期
間
が
保
険
料
納
付
済

期
間
と
な

っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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現
在
、
全
額
免
除
や
半
額
免
除
、

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ

っ
て
納
付

を
免
除
さ
れ
て
い
た
保
険
料
を
追
納

す
る
場
合
、
ま
ず
学
生
納
付
特
例
を

先
に
納
付
し
、
次
区
ほ
か
の
免
除
期

間
に
つ
い
て
先
区
経
過
し
た
月
か
ら

納
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
後
は
、
学
生
納
付
特
例
期
間

よ
り
前
に
免
除
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
本
人
の
選
択
に
よ
り
、
先
区
経

過
す
る
保
険
料
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
区
な
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
被
保
険
者
の
申
請
に

基
づ
い
て
要
件
に
該
当
す
る
場
合

に
、
「申
請
国
の
属
す
る
月
の
前
月
」

以
後
の
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
免
除
ま
た
は
学
生

納
付
特
例
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て

も
、
申
請
が
遅
れ
る
と
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
が
生

告 笛ぃ蕃岩昼景号損目を基二民秀岩チ_|な②06了役__,
(中 Cr(cr★ cド e/ネ セイ水(イ (tFや e…          … )オ ヽわ

じ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
免
除
に
な

る
期
間
を
更
区
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
居
な
り
ま
す
。

①
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
月

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

「申
請
国
の
属
す
る
月
の
前
月
」

↓
直
前
の
７
月
ま
で

，
学
生
納
付
特
例
制
度

「申
請
国
の
属
す
る
月
の
前
月
」

↓
直
前
の
４
月
ま
で

※
　
新
し
く
導
入
さ
れ
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
民

年
金
保
険
料
免
除
制
度
と
同
じ
で

す
が
、
平
成
１８
年
６
月
ま
で
の
申

請
に
限
り
、
今
年
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
□
座
振
替
で
は
、
１
年
分

ま
た
は
６
か
月
分
を
ま
と
め
て
払
う

前
納
の
場
合
に
保
険
料
が
割
安
に
な

り
ま
し
た
が
、
月
々
区
□
座
振
替
で

納
付
す
る
場
合
に
も
、
１
か
月
早
＜

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

免
除
期
間
や
納
付
特
例
期
間
の
保

険
料
を
納
め
る
場
合
は
、
納
付
月
か

ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
当
時
の
保
険
料

ほ
加
算
分
が
付
加
さ
れ
毎
年
保
険
料

月
額
が
増
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
加

算
率
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
低
金
利

の
状
況
も
踏
ま
え
、
現
在

の
水
準

（４
％
）
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
所

得
要
件
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
単
身
世

帯
を
中
心
に
所
得
要
件
の
緩
和
が
行

わ
れ
ま
す
。

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

問い合わせ先

浜囲社会保険事務所

(a② 0673)

社会保険庁ホ
ームページ

hitp://www sia go jp/
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ピ
ア
ノ
の
名
暴
と
し
て
名
高
い

″
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
の
さ
チ
憲
じ
″

が
、
原
井
小
学
校

の
音
楽
室
区

眠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
修

復
の
動
き
が
出
て
い
ま
す
。

同
校
の
本
造
校
舎
は
、
市
国
ホ

テ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
採
用
さ
れ

た
郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
姿
を
と
ど

め
て
い
ま
す
。
浜
田
川
の
た
び
た

び
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
ほ
遭
い
、

床
下
ほ
修
復
不
能
の
状
態
で
し

た
。
な
ん
と
か
現
状
で
の
保
存
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
打
つ
手
な
＜

断
腸
の
思
い
で
取
り
壊
す
こ
と
ほ

な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
き
さ
ん

の
手
で
校
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
お

催
し
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
（１６
・

９

・
１
暑
本
欄
で
紹
介
）
そ
ん
な

折
、
世
界
中
の
ピ
ア
三
ス
ト
が
称

誉
｛す
る
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
の
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

た
め
浜
日
を
訪
れ
た
東
京
の
女
性

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
目
に
止
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
口
こ
の
ピ
ア
ノ
ほ

そ
の
道
に
明
る
い
人
な
ら
誰
で
も

欲
し
が
り
ま
す
よ
」
と
指
摘
さ
れ
、

同
校
同
窓
会
で
さ
っ
そ
＜
調
べ
た

と
こ
ろ
、
ピ
ア
ノ
の
心
臓
部
に
あ

た
る
共
鳴
板
は
、
奇
跡
的
に
健
在

で
、
十
分
再
生
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル
岩
町
功

・
前

館
長
は

「戦
前
、
私
が
入
学
し
た

こ
ろ
区
は
既
Ｅ
あ
り
、
当
時
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
が
あ
る
の
は
、
県
内

で
は
砥
江
の
Ｎ
日
Ｋ
と
原
井
小
だ

け
だ
と
聞
い
て
い
た
。
」
さ
ら
に
岩

町
先
生
か
ら

「焼
失
し
て

一
年
後

に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ

の
直
後
に
原
井
尋
常
小
学
校
保
護

者
会

・
山
崎
義

一
会
長

（の
ち
底

初
代
浜
日
市
長
）
ら
が
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ

一
台
な
ど
四
千
円
の
寄
附

を
さ
れ
た
、
と
の
記
録
が
昭
和
９

年

の
濱
日
町
会
報
告
書
の
中
ほ

あ

っ
た
。
」
と
連
絡
が
入
り
ま
し

た
。
（当
時
ほ
百
五
十
円
で
家

一

軒
が
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
）

昨
年
の
１２
月
か
ら
、
同
校
校
舎

改
修
期
成
同
盟
会

（日
中
瑞
穂
会

長
）
で
は
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
再
生
な
ど
の
た

め
の
、
寄
附
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
趣
意
書
区
よ
る
と
、
「旧
校

舎
は
、
当
時
と
し
て
は
モ
ダ

ン
な

施
設
で
安
子
師
範
学
校
と
し
て
の

機
能
を
有
し
（路
）
・
・
名
門
原
井

小
の
教
育
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
た

め

・
。
」
と
あ
り
ま
す
。

昭
和
初
期
の
教
育
財
産
を
二
十

一
世
紀
区
継
承
す
る
動
き
に
、
共

感
し
感
謝
し
て
い
ま
す
。

引
越
し
の
日
が
決
ま
っ
た
ら
、
防

ず
水
道
部
へ
次
の
こ
と
を
連
絡
し
て

＜
だ
さ
い
。

・
現
住
所

（ア
パ
ー
ト
名
）
、
氏
名
、

電
話
番
暑

・
お
客
様
番
暑

（お
知
ら
せ
宗
、
納

入
通
知
書
、
領
収
書
Ｅ
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。
）

・
転
居
日

・
転
居
先
住
所
、
電
話
番
暑

・
精
算
方
法

ま
た
、
夜
間

・
休
日
で
急
ざ
の
場

合
は
、
浜
日
ガ
ス
水
道
工
事
の

（ａ

②
０
７
３
７
）
へ
連
絡
を
し
て
＜
だ

さ
い
。

な
お
、
市
内
転
居
の
場
合
は
、
転

居
先
の
水
道
使
用
手
続
き
を
あ
わ
せ

て
行

っ
て
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
業
務
係

（ａ
内
線
２
６
４
、
２
６
５
）

麓静感 1源鹸轟

お充読ですか⑩

浜日市長 宇 津徹男

市道長温下府緑通行規制

下府町で歩道整備工事を行います。工事期間

中ほ片1貝J交互通行などの通行規制を行います。

期間中大変ご迷惑をかかけしますがご協力をお

願いします。

(建設整備課)

期間 3月 15園 快)～ 6月 30国 内 (予定)

場所 図 面のとおり

=意見をお寄せください。 市 長 E―mail:mayor@cky.hamadaちゃhiman●」p

」R山陰本線

浜田市ナンバーの二輪車などを持っている人ヘ

廃車手続きはお早めに!
軽自動車税は、毎年 4月 1国の課税台帳に登録されてい

る所有者または使用者に課税されます。

他の市町村へ転出したり他人|こ譲渡 ・転売をしたりした

場合、また使用不能の状態で長期間放置してある場合で

も、廃車などの届出がされない限り課税されます。

届出が遅れると、軽自動車税を納税しな|すればならな<

なりますので、手続きは4月 1日まで[行 って<だ さい。

手 続 き 必 要 な も の

廃  車

標識交付書 (証明書)

印鑑 (ンャチハタは使用不可)

ナンバープレート

名義変更
標識交付書 (証明書)

新・旧所有者の印鑑(シヤチハタほ使用不可)

届出 ・問い合わせ先

税務課市民税係⑦番窓□ (a内 線 123)

広報ほまだ :平成17年 3月 1日暑



題
導

■
■

Ｈ　一
環境課 の解決のために
新税を 入しきす

税収の使途

目的|こ浴って、産業廃棄物のを促進し、

産業廃棄物の減量や適正な処理を推進するため、平成17年度から 「産業廃棄物減量税」を導入します。

税金の仕組み

問い合わせ先 県 税務課新税制対策室 (ao852② 6177)hitp://www2 pref shittane.jp/zeimじ/

・再資源化の促進
・環境教育
・処分場建設基金

などに使用します。

納める額 最終処分場こ搬/~Nした産業廃棄物の重量1トンあたり1,000円を乗じた額

(をだし、平成17年度は333円、平成18年度は666円)

産業廃棄物減量税

排 出 事 業 者

(納税義務者)

中 間 処 理 業 者

(納税義務者)

最 終 処 分 業 者

(特別徴収義務者)

平
成
Ｗ
年
度
若
年
者
対
象

嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
若
年
者
の
就
労
に
向
け

を
支
援
を
目
的
と
し
て
、
若
年
者
を

対
象
と
し
た
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員
　
３
人
程
度

応
募
資
格

１
　
平
成
１５
年
度
以
降
ほ
高
校
、
短

大
お
よ
び
大
学
な
ど
を
卒
業
、
も

し
＜
ほ
卒
業
見
込
み
の
人

２
　
応
募
時
に
職
ほ
就
い
て
い
な
い

人
３
．
４
月
１
日
現
在
で
浜
日
市
Ｅ
在

住
す
る
人

応
募
手
続

「若
年
者
対
象
幅
託
職

員
応
募
用
紙
」
ほ
魅
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
市
役
所
人
事
課
ほ
提

出
し
て
＜
だ
さ
い
。

募
集
案
内
お
よ
び
応
募
用
紙

は
、
人
事
課
で
配
布
す
る
と
と
も

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｅ
掲
載
し
て

い
ま
す
。

受
付
期
間
　
３
月
１
日
側
～
９
日
側

※
　
本
人
ま
た
ほ
代
理
の
人
が
持
参

す
る
場
合
は
、
年
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
が
受
付
時

間
で
す
。
た
だ
し
、
土

・
日
躍
日

ほ
閉
庁
国
の
た
め
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

※
　
郵
便
区
よ
る
申
し
込
み
は
３
月

９
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
ほ

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

選
考
方
法
　
圭
口類
選
者
の
う
え
、
最

終
的
に
面
接
試
験
で
採
用
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

業
務
内
容

１
　
固
定
沓
一産
の
評
価
替
え
な
ど
に

関
す
る
業
務

２
．
総
合
窓
□
に
関
す
る
業
務

一雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
９
月
３０
日

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
１５
分
ま
で
　
週
４
日
勤
務

報
酬
　
月
額
１
２
８
、
２
０
０
円

（平
成
１６
年
度
実
績
）

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
人
事
課
人
事
係

（ａ
内
線
３
３
２
）

日曜窓口開設中止のお知らせ

3月 20国 (日)ほ、ネットワークエ事のた

め、住民宗などの交付ができないので、窓

□の開設を中止します。婚姻 ・死亡など戸

籍届書の受け付けほ宿直で行います。

問い合わせ先 市 民課総合窓□係

(a内線 144)

広報ほまだ :平成17年3月 1日暑



浜田健康福祉センター

の組織が変わります

4月 1日から 隔 根県浜日健康福祉センター」は、「浜日保健所」

日健康福祉センターの主な業務は、次のとおり担当が変わります。

と 「西部福祉事務所」こなります。浜

詳し<ほ お間い合わせ<だ さい。

※ 法 人設立 ・事業者指定などの申請ほ県庁 (極江市殿町)の 担当となる予定です。

問い合わせ先 浜 日健康福祉センター (a① 5539)

浜日健康福祉センタ
ーが担当している主な業務 4月 1日 からの担当

母子寡婦資金の申請 西部福祉事務所

(片庭町254 浜 日合同庁舎別館 3階 )法人 ・事業者などの相談※

=K性主本目言炎 浜日児童相談所 (上府町イ2591)

地域保健法第 6条 |こ定める保健所業務

(医事、薬事、母子保健、精神保健、食品衛生、

廃棄物など)

浜日保健所

(片庭町254 浜日合同庁舎月」館 1階)

浜田石見神楽71■中連絡臨議会

平成16年度 地域づくり総務天臣表彰菱真

地域の個性豊かな発想を活かし、魅力あるれる地

域づ<り こ功績のあつた団体|こ贈られる「地域づ<り

総務大臣表彰」(地域振興部門)を、浜日石見神楽社中

連絡協議会が受賞されました。

同協議会は、昭禾B45年の設立以来、大阪万国博覧

会での公演をよじめ、全国各地で公演を行い、地域

の観光 PRIこ貢献しています。

また、8召和56年の国中友好親善使節圃での公演を

ほじめ、アジア ・ョーロッパ ・アメリカなど、世界

審国での公演実績があります。

そのほか、石見神楽カレンダーやる見神楽ビデ才

テープの製作|こ協力するなど、地域の観光 PR商 品の作成|こも積極的|こ取り組んであられます。

1月26日(水)東京都で行われを表彰式|こは、上岡直3青会長が出席され、総務大臣から表彰状および記念の楯

を受けられました。

(地域政策課)

広報はまだ :平成17年 3月 1日暑



がまの油         斎 藤孝

「さあさ、お立ちあい、ご用とお

いそざのないかたは、ゆつ<り と聞

いておいで。てまえ持ちいだしたる

は、四六のがまだ…。」物売り□上の

決定版 「がまの油」を、声|こだして

読んでみましょう。読んで楽し<、

絵を見ておかしい絵本です。

エッポン泥棒 大沢在昌

あらゆる諜報機関から極秘デ
ータ

を盗み出して作られた、驚曙のコン

ピュータソフト。その争奪戦こ巻き

込まれた男の運命ほ… ?詰 張する

ネット社会への恐怖と人の心の強さ

を問いか|するサスベンスです。

月宇金

土 ・日

3月 の体館日

9100-19:00

9:00-17:00

日～4日 ・20日

2 1 日・3 1 日

22-0480

■
大
人
向
け
の
本
■

赤
い
長
靴

瑠
璃
の
契
り

モ
ビ
ィ

・
ド
ー
ル

漢
方
小
説

と
な
り
町
戦
争

大
仏
破
壊

Ｔ
Ｖ
Ｊ

自
の
咆
呼

エ
リ
カ

月
下
妙
剣

江
國
香
織

北
森
鴻

熊
谷
達
也

中
島
た
い
子

三
崎
亜
記

高
木
徹

五
十
嵐
貴
久

朝
倉
俗
弥

小
池
真
理
子

多
日
容
子

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

わ
た
し
の
お
ひ
な
さ
ま
内
日
麟
太
郎

ぴ
よ
ぴ
よ
ひ
よ
こ
ジ

ョ
ン

・
□
―
レ
ン
ス

ま
ぼ
る
し
の
デ
レ
ン
　
　
関
屋
敏
隆

ゆ
び
で
あ
い
う
え
お
　
日
中
ひ
ろ
し

め
ざ
め
の
も
り
の
い
ち
だ
い
じ

る
＜
ざ
わ
ゆ
み
こ

ぷ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
舟
崎
克
彦

‐２
歳
か
ら
の
被
災
者
学土
岐
憲
三
ほ
か

し
た
て
や
プ
ン
ブ
ル
ば
あ
さ
ん

松
居
ス
ー
ザ

ン

キ
ャ
プ
テ
ン

・
ブ
ル
ー
ベ
ア
の
１３
と

１
／
２
の
人
生
　
上

ヴ

ァ
ル
タ
ー

・
メ
ア
ス

日
本
の
く
ら
し
絵
事
典
Ｐ
日
Ｐ
研
究
所

お知らせ
「グループ・エルマー」のブツクト

ーワ

対象 小 学生

回時 3月 26日仕)午 前10時～110寺

テーマ 「をまご」

場所 図 書館 め はなしの部屋 (1階 )

内容 テ ーマ[そ つた本をた<さ ん紹介しま

す。

市
民
交
通
災
書
共
済

平
蔵
１５
年
度
加
入
者
の

み
な
さ
ん
ヘ

す
で
Ｅ
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
市
民
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解

散
が
決
定
し
、
加
入
を
終
了
し
て
い

ま
す
。
平
成
１５
年
度
の
市
民
交
通
災

害
共
済
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、

・
平
成
１６
年
３
月
３‐
日
ま
で
ほ
遭

っ

た
交
通
災
害

・
交
通
災
害
発
生
の
国
の
翌
国
か
ら

１
年
以
内

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て

見
舞
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
の
で
、

平
成
１７
年
３
月
１５
日
ま
で
に
請
求
手

続
き
を
行

っ
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
見
舞
金
の
支
給
を

受
け
た
人
で
、
傷
害
の
程
度
が
当
初

の
診
断
の
期
間
を
こ
え
て
治
療
を
要

し
た
場
合
は
、
す
で
に
支
給
を
受
け

た
共
済
見
舞
金
の
請
求
Ｅ
際
し
証
明

さ
れ
た
治
療
予
定
期
間
の
滴
了
し
た

日

（診
断
書
の
期
間
）
の
翌
日
か
ら

１
年
以
内

（な
か
、
当
初
の
見
舞
金

の
等
級
を
上
回
る
場
合
Ｅ
限
る
。
）
の

条
件
を
満
た
す
場
合
に
請
求
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
防
災
交
通

係

（ａ
内
線
３
２
５
）

海岸漂着ポリ容器に触れないで!!

海岸|こ漂着しているポリ容器は、中身が不明

であり、危険物が入つている可能性がありま

す。海岸清掃中や散策中|こ凛着しているポリ容

器を発見したら、ポリ容器|こは触れないで、下

記まで連絡して<だ さい。

問い合わせ先 環 境課清掃対策係

(a内線 257)

広報ほまだ :平成17年3月 1日暑



靱
　
懃

子
育
て
の
う
ょ
っ
と
し
た

手
軸
け
を
し
孝
す

フ
ア
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン

タ
ー
っ
て
な
に
？

会
員
同
士

で

一
時
的
に
子
ど
も

（０
歳
～
小
学
６
年
生
）
の
あ
世
話

を
有
料
で
行
う
ン
ス
テ
ム
で
す
。

セ
ン
タ
ー
は
会
員
さ
ん
同
士
の
伸

介
を
し
ま
す
。

―
こ
ん
な
時

に

利
用
さ
れ

て

い
ま
す
―

・
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
保
育
園
の
あ
迎
え
や
預
か
り

・
習
い
事
へ
の
送
迎

・
冠
婚
葬
祭
、
引
越
し
の
準
備
や

荷
解
き
時

・
出
産
前
後
の
兄
姉
の
援
助

・
求
職
活
動
時
　
　
　
！　
！

”
リ
フ
レ
ツ
ン
ュ

。
そ
の
他
急
用
の
時
　
　
　
な
ど

利
用
す
る
に
は
　
セ
ン
タ
ー
で
会
員

登
録
を
し
て
＜
だ
さ
い

（印
鑑
が

魅
要
）
。
来
所
が
困
難
な
人
は
ご

相
談
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
は
ま
だ

フ
ア
ミ

リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー

（子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「す
＜
す

＜
」
内
　
容
・囲
②
８
９
１
２
）

腐
児

・
腐
後
児
保
育
の

事
前
登
録

市
で
は
、
入
院
す
る
魅
要
は
な
い

が
安
静
を
魅
要
と
す
る
た
め
集
団
保

育

・
学
校
生
活
ほ
入
れ
な
い
子
ど
も

を
、
保
護
者
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で

の
育
児
が
困
難
な
場
合
に

一
時
的
に

預
か
る

「病
児

・
病
後
児
保
育
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
の
有
効
期
間
は
年
度
末

（３

月
３‐
日
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
１６
年
度
の
登
録
を
し
て
い

る
人
も
、
平
成
１７
年
度
任
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
新
た
ほ
登
録
が
魅

要
で
す
。

対
象
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
後

８
週
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
児

童

（た
だ
し
利
用
当
日
区
保
育
所

入
所
要
件
を
満
を
し
て
い
る
こ

と
）
。
市
外
の
人
で
も
、
子
ど
も

が
市
内
の
保
育
所

・
小
学
校
ほ

通
っ
て
い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま

す
。

実
施
施
設
　
斎
藤
医
院
内

「あ
ん
ず

保
育
室
」

朝
日
町
１１

‐
１

公

④
ｏ
２
２
じ

登
録
方
法
　
市
内
保
育
所
、
小
児
科

お
よ
び
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
登

録
申
込
書
区
魅
要
事
項
を
記
入
し

て
、
子
育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て

＜
だ
さ
い
。

登
録
受
付
　
３
月
１
日
側
か
ら
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
登
録
料
は
不
要

で
す
。

利
用
ま
で
の
手
続
き

あ
ん
ず
保
育
室
へ
電
話
で
予
約

（原
則
前
日
ま
で
区
）

か
か
り
つ
け
病
院
で
作
成
（有
料
）

利
用
申
込
書
を
記
入
し
、
診
療
情

報
提
供
書
と
と
も
区
あ
ん
ず
保
育
室

に
提
出
な
お
、
診
療
情
報
提
供
書
と
利
用

申
込
書
ほ
、
市
内
保
育
所
、
小
児
科
、

子
育
て
支
援
課
ほ
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
保

育
係

（な
内
線
１
９
１
）

醒

戦

葉

紹

藝

表

靭

キ

詩

難

謬

設

醐

誅

譲

う

読

諏

譴

お

じ

義

靭

霧

醒

養

藝

緞

飩

鑢

鯛

課

ヤ

く3月 の予踊控種〉
医療機関|こ予約をして指定された期日|こ受すて<だ さい。()内ほ対象年齢
三種混合 (生後 3か 月から)、 麻しん (1歳から)、 風しん (1歳から)

※ 平 成16年度よリイロ人通知ほしておりません。対象年齢こなったら各自で指定
医療機関へ予約をして受|すて<だ さしヽ。

霧餡 ヲレ g肌 を か 戦
※ BCGの 対象年齢が生後 6か月未満こなります。(現在ほ4歳未満)。
4月 1日以降こ満 6か 月を越える子どもは、実費でう|すること|こなりま

すので、防ず3月 16日は)|こ受けて<だ さい。
※ ツ ベルクリン反応検査はな<な りBCGを 直接接種します。|□別接種
で年間を通して実施しますので、滴 3か 月|こなったら小児科医|こ直援電

話で予約して受すて<だ さい。子どもが生まれてから
一番最初|こ受|する

予防援種がBCGで す。

問い合わせ先 子 育て支援課児童家庭係 (a内線 162、  172)

イ
ウ)″ウう″し)″し,″しう夕oつ夕・サoう夕の″ウイやヽて0 てヽやヽ(やヽ(やト

, コ

'Lり
背¥雪寝習匿

博・骨日言究

 ミ
l①養育費の取り決めや履行の確保  、
子g督房痛憲濯嵩霜纂雷意要とする問題ミ
!対家庭P屡膳審密庁
(母子家庭、父子
、

, 日辱後♀層::サ]」
(とB寺30分       ｀

ケ場翠令番翌■野
・1日当たり4人)i

,露
用相築 1人1回に限ります。   ｀
, オ
ロ]告サ告骨:‖旨ら,1省営き'号|!tD千昌:益[][号|テ ヽ
、 運園雷厨
前まで|こ電話で予約して<,

ミ瑞鵠墨墨畠   '
まJ、思、P,〔へ負撒R魚足!〃……克

広報ほまだ :平成17年3月 1日暑

ツベルクリン反応検査 ・

ツベルクリッ反応期日 3月 16日 飲)

場 石見公民館

受 付 8寺間 午後 1時 40分～ 2時 10分

B C G 期 国 3月 18日 Q)

会場 ・時間

判定 (検査後48時間以内)お よび BCG接 種は、

市内の小児科で1固局」に実施します。各自で予約を

して受|すて<だ さい。



葬

證

緞

離

願

蘊

霰

藝

即

馨

醒

譴

諫

ぽ

額

ぽ

鰹

鵠

諫

謬

離

離

寧

願

誓

穏

蘊

諫

窯

第

額

3月 子育て角レンヴT

*毎 週月 ・金ほ喜b幼児健康相談日

受付時間 9:30～ 11:00

*毎 週日躍日、祝日ほ休館日です。

*乳 児・1歳 6か 月児 ・3歳 児健診の該当者に

は事前|こ個人通矢□します。

場所はすべて子育て支援センター 「すくすく」です。

期
十
で
瓢

静

ゼ

で

ま

で

く

尊

審

の

麟

申し込み ・問い合わせ先

マークなし 子言       )

■
■

■
■

■
■

■

■
■

口
■

■
■

■
■

淳

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

ま

　

　

鱗

懸
静
静
船
ぢ

Ｈ

りと

　

，
蔑
占
鹸
け
瓢
寵
ｍ

光
　
Ｈ響
卜
寵
Ｎ
　
　
”

に

て
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

■
■
Ｆ
≡
■
ｔ

ｆ
　

　

　

　

　

一一
〓

■

月 火 水 本 金 土 日

畿
餞
讐
轟 1

おしゃべり会

10:00-11:30

おもちゃの病院

13:00-/15:00

☆1歳6か月児健診

H15年8月 生まれ

Z
なんでも相談の日

9:30‐/11,00

ヨ
ひなまつりの会

10:30～11:

4 5

7 8 9
トーク&交 流会

(ひよこの会)

10:30‐/12:00

★乳児健診

H16年10月生まれ

10 11
育児講座

10:30-11:30

12

14 15
おしゃべり会

10,00-11130

おもちゃの病院

13:00-/15:00

1lb 17
★3歳児健診

H13年11月生まれ

18
ここるころ

10:00-11:00

19
★ママパパ学級

10:00-11:30

ZZ
手作り

布おもちゃの会

10:30-11:30

Zヨ
食育ミニ講座

(アレルギー講座)

10,30-11:30

Z4
★フッ素塗布

1 3 : 0 0 - 1 4 1 0 0

25
おっぱいの日―

9:30-12100

音楽リズム

① l歳半以上
10:00-10:30

② l歳半未満
11:00′ヽツ11:30

26
切

28 Z9 ,0
●
コ
コ

，
， ル/轡

広報はまだ :平成17年3月 1日暑



錦磁輪鶴還韓勝鶴聯翻寵～

◆ 外 出 時 は ◆

①花粉予報の確認をしましょう。

②外出B寺ほめがね ・マスク・帽子を着用しましよう。

③帰宅時は衣服を払ってから中へ入りましよう

④うがい。手洗いを忘れず|こしましょう。

◆ 家 庭内では ◆

①洗濯物ほ外|こ子さないよう|こしましよう。

②布団を干したときほよ<を たきましょう。

③窓ほ開|すないよう|こしましょう。

④ぬれぞうきんで拭き掃除をして花粉を除去しましょう。

韓襲鶴麓鬼軽都ギ静卜輸

を見直 しま しょう

辟

キ

蘊

車

鷹

率

叢

鍮

姜

ね

キ

な

る
極

睾

革

譴

諏

滲

激

キ

ぞ

馳

ヌ

の
に

ヅ

で

な

お

離

れ
ぱ

ネ

！
む

キ

ヤ

畢

酪

割

常

畢

ぱ

緞

J側 醜 剰じ理擬勝つ
今年も花粉が飛散する季節|こなりました。毎年、この季節がゆううつな人も多いと思います。つらい花

粉症を乗り越えるためのポイントを紹介します。

食事は規則正し<。 外食や力B工品、冷たいもの、

甘いもの、悩つこいものほ控えましょう。季節の

変化と調示□した旬の食べ物をバランス良<食 べま

しよう。

予防的治療、対症療法、免疫

療法などがあります。医師に相

談のうえ、薬ほ規貝」正し<服 用

しましよう。

ましよう
からだが冷えると新陳代謝が悪<な ります。ス

トレッチなどでからだをほぐしましよう。

またストレスも症状を悪化させるのでく上手|こ

ストレスを発散させましよう。

睡眠不足は自律神経のバランスを崩し、アレル

ギー体質こなりやす<な る原因にもなります。花

粉症などのアL/ルギーこ負けないからだをつ<る

|こは、睡眠ほ重要です。

【花粉症の4六 症Jボ】

くしやみ 。鼻水 ・鼻づまり。目のかゆみ

これらの症状は粘膜から侵入して<る 異物 (花粉)を 追

い出す免疫機能の過剰な働きから起こります。

広報ほまだ :平成17年3月 1日暑



個
日
個
働

①
健
康
相
談

血
圧

・
体
悩
肪
測
定
、
健
康
相
談

日
時
　
月
躍
日
と
金
躍
日

午
後
１
時
～
３
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

○
糖
尿
病
相
談
日

保
健
師

・
栄
養
士
ほ
よ
る
相
談

日
時
　
３
月
９
日
側

午
後
１
時
～
５
時

場
所
　
市
役
所
地
階
健
康
相
談
室

※
　
予
約
し
た
時
間
に
来
て
＜
だ
さ

い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（否
内
線
１
６
４

，
１
６
６
）

○
断
酒
会

ど
な
た
で
も
気
軽
ほ
参
加
し
て
＜

国民健康保険加入者
の督さんヘ

国民健康保険証を郵送します

現在使用している国民健康保険証ほ 4月

1日からは使用できません。新しい保険証

ほ 3月 末 こ自宅へ郵送します。

※ 自 宅以外への郵送を希望する場合は、

3月 11日(金)まで|こ保険係|こ申請して<だ

さい。

※ 保 険料を滞納している人は保険係 (窓

□⑤番)で 更新の手続きが防要です。

問い合わせ先

福祉総務課保険係

(a内 線 156、

158)

精神保健家族懇談曇
対象 精 神障害者の家族および関係機関

日時 3月 6日 (日)午 前10B寺～午後 3時 30分

場所 浜 日合同庁舎 (2階 )大 会議室

内容

午前10時～ ① 家族懇談会の実施状況報告

②家族交流 「家族会活動|こついて」

正午～   昼 休み

午後 18寺～ 講 演 「家族会の役割と育成|こついて」

講師 東 京都精神障害者家族連合会会長 池 末

問い合わせ先 浜 日健康ネ富祉センタ
ー高齢者障害者支援グル

ープ

(a① 5550)

亨さん

※ 献 血8寺こ使われる採血針や採血バックほ
一
人ひとり新しいものを使用し

ていますので、他の献血者から肝糞やエイズなどの病気がうつる心配はあ

りません。

広報 よまだ :平成17年3月 1日暑

導

ギ

琴

導

さ

韻

彗

華

華

華

拳

秦

慈

幸

韓

挙

韻

奉

拳

恭

率

奉

ぶ

奪

拳

韓

杏

慕

拳‐
琴

拳

韓

韻

拳

拳

華

奉‐
寒

寒

導

寒

拳

華

拳

だ
さ

い
。

日
時
　
３
月
１５
日
側

午
後
７
時
～
９
時

場
所
　
浜
田
市
民
集
会
所

問
い
合
わ
せ
先
　
山
□
源
吉
さ
ん

（
谷
②
２
４
９
５
）

健
康
鶴
自

○
か
た
ろ
う
会

脳
卒
中
再
発
予
防
の
た
め
の
学

習
、
交
流

日
時
　
３
月
帽
日
０

年
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

場
所
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

（租
原

町
）

参
加
料
　
無
料

申
込
先
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉
係

（
な
内
線
１
５
３
）

【浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室
】

公

②
２
３
０
９

生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
の
た
め

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
を
対

象
任
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
＜
だ
さ
い
。

①
高
血
圧
教
室

ビ
デ
才
署
同
血
圧
と
食
生
活
」
、
減

塩
食
の
工
夫
、
肥
満
の
予
防

日
時
　
３
月
８
日
快

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（
ａ
内
線
２
４
０
０
）

○
高
脂
血
症
教
室

ビ
デ
才

「高
脂
血
症
と
食
生
活
」
、

食
物
価
維
の
働
き
、
店
好
品
に
つ
い

て日
時
　
３
月
塑
日
快

午
前
１０
時
３０
分
～
１‐
時
３０
分

場
所
　
カ

ン
フ
ア
レ
ン
ス

（２
階
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

栄
養
管
理
室
（
奮
内
線
２
４
０
０
）

1 1

3月 献血日程 (全 血献血)

3月 献 血 会 場 町  名 受 付  8寺 間

3日

(本)

浜日消防本部 原井町 午前 9時 ～10時20分

いわみ一る 野原町 午前11時～正午

浜日合同庁舎 片庭町 午後 1時 30分～ 43寺30分

咽
　
０

中国電力い浜日営業所 黒川町 午前 9時 30分～118寺30分

ゆめタウンイズミ浜日店 港  町 午後 18寺～ 43寺
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講
演
　
一夢
し
か
実
現
し
な
い
―
―
自

立
す
る
起
業
家
精
神
と
ほ
―

講
師
　
福
島
正
伸
さ
ん

（の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
）

事
例
発
表
　
創
業
者
ほ
学
ぶ
起
業
家

精
神
講
師
　
洲
濱
正
明
さ
ん

（０
シ
ツ

ク
ス

・
プ
ロ
デ
ユ
ー
ス
代
表
取

締
役
）

個
別
相
談
会
　
創
業
に
関
す
る
経

営

・
技
術

・
資
金
計
画
な
ど
、
中

小
機
構
や
金
融
機
関
の
担
当
者
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
（事
前
ほ
相

談
内
容
の
申
し
込
み
が
２
要
で

す
。
）３
月
１９
日
０

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分

い
わ
み
―
る
４
階

講
演
　
　
　
１
５
０
人
程
度

個
別
相
談
　
　
　
２０
人
程
度

日

範斜

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
Ｅ
魅

要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
送
付
し
て
＜
だ

さ
い
。
（申
込
用
紙
ほ
、
働
し
ま

ね
産
業
振
興
財
団
に
あ
り
ま
す
。
）

申
込
締
切
日
　
３
月
３
国
内

※
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

石
見
才
フ
ィ
ス

（容
②
９
３
０
１

口
‐ヨ
Φ
一
一
”
一〓
ヨ
〇
」Ｏ
Ｊ
Ｏ
‐∽
丁
↓３
∞
⊃
①
・
〇

【
　
」
０

刀
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座

会
員
に
よ
る
鑑
賞
の
基
礎
知
識
や

取
り
扱
い
マ
ナ
ー
な
ど
を
指
導
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
刀
剣
を
直
接
手
に

取
り
、
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
ほ
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

対
象
　
成
人

３
月
１３
日
０

午
後
１
時
～
４
時

サ
ン
マ
リ
ン
浜
日
研
修
室

※
　
資
料
代
を
負
担
し
て
＜
だ
さ
い
。

（奮
②
５
９
４
９
　
午
後
６
時
以

降
）

３

月

対
象
　
市
内
在
住
で
６０
歳
以
上

１
日
　
ち
ざ
り
絵
教
室

２
日
　
園
芸
教
室

３
、
４
日
　
陶
芸
教
室

９
日
　
立臼
楽
教
室

‐０
、
‐７
日
　
舞
踊
教
室

１１
日
　
圭
車道
教
室

２４
日
　
『城
山
大
学
』

講
演
　
赦
急
業
務
の
現
状
と
救
急

車
の
利
用
に
つ
い
て

講
師
　
河
上
晴
夫
さ
ん

（浜
日
消

防
署
救
急
係
長
）

講
演
終
了
後
閉
会
式
を
行
い
ま
す
。

時
間
　
城
山
大
学
、
音
楽
、
舞
踊
は
、

午
前
１０
時
か
ら
、
そ
の
ほ
か
は
、

９
時
３０
分
か
ら

午□品
い
わ
み
―
る
４
階
パ
ソ
コ
ン
研

修
室

申
込
方
法
　
往
復
ほ
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
開
催
日
、
講
座
名

ナ
ー
」
阜
ｉ

□

市
社
会
福
祉
協
議
会

（ａ
②
０
０
９
４
）

ボ
ー

限
定
コ
ー
ス

（新
規
取
得
者
）

３
月
梵
日
０

・
ダ
日
０

前
９
時
～
午
後
５
時

※
　
実
技
講
習
ほ
学
科
講
習
初
日
ほ

決
定
し
ま
す
。
（実
技
請
習
会
場

浜
日
マ
リ
ー
ナ
）

１
２
３
、
６
０
０
円

１
級
進
級
コ
ー
ス

（４
級
小
型
免
許

所
有
者
）
４
月
９
日
０
、
１０
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（１０
日
ほ

午
後
６
時
ま
で
）

４
２
、
９
５
０
円

※
　
ク
レ
ジ
ツ
ト
、
□
―
ン
可

い
ず
れ
も
サ
ン
マ
リ
ン
浜
日

浜
日
マ
リ
ー
ナ
内
　
梶
目
さ
ん

容

②
３
２
８
８
）

シ
エ
パ
ソ

対
象
　
シ
エ
ア

・
内
容

毎
回
午
前
９
時
～
正
午

３
月
１１
日
０
　
ワ
ー
ド

２５
日
０
　
メ
ー
ル
送
受
信

を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ

（〒
６
９
７

‐
０
０
３
５
　
杉
一戸

町
２
３
４
５

１
８
　
な
②
８
７
６

３

・
夜
間
）

電
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
グ

３
月
９
日
は
、
１４
日
側
、
１７
日

ｍ
、
夕
日
側

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
１
時

中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
４
階

料
理
教
室

開
催
日
ご
と
に
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り

日

無
料
中
国
電
力
の
浜
日
営
業
所
お
客

さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
営
業
担
当

（ａ

０
１
２
０

ｉ
３
１
２
１
８
０
２
）

12

創
業

一
鰭
営
“
干
ヤ
ミ
ナヽ
ー

■

３
月
１０
日
閑
　
知
ら
な
い
と
大
変
Ｗ

企
業
家
の
税
務

‐７
日
的
　
強
い
事
業

・
元
気
な
会
社

の
秘
密

２４
日
閃
　
事
業
プ
ラ
ン
③
事
業
プ
ラ

ン
を
発
表
し
よ
う

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

圃

無
料

（
ａ
０
８
５
５
①
４
５
６
７
）

丁
汁
汁０
中＼
＼
〓
〓
〓
・
①
丁
α
Ｏ
‘
∝
〇
　
」ｏ
＼
∽
丁
一ヨ

ω
⊃
①
＼
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ンターだ
ア
ク
（奮
①

○
ア
ク
ア
ス
日
曜
講
座

「竹
ト
ン
ボ
を
と
ば
そ
う
」

３
月
２７
日
０

午
前
１０
時
～
正
午

□

先
着
３０
人

（要
申
込
）

日

無料

○
ア
ク
ア
ス
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

「
ク
ラ
ゲ
の
世
界
」

〔田

３
月
２６
日
０

午
後
１
時
～
２
時
３０
分

□

先
着
３０
人

（要
申
込
）

□

範斜

申
込
方
法
　
①
電
話
で

「
ア
ク
ア
ス

ス
ク
ー
ル
係
」
ま
で
。
②
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
か
ら

（

丁
汁
汁０
”＼
＼
〓
〓
〓
・
ｏ
ｏ
Ｃ
ｍ
∽
・〇
本。
」０

①
第
３
回
八
ガ
キ
に
絵
を
描
こ
う
ア

ク
ア
ス
の
海
作
品
展
示

展
示
期
間
　
４
月
４
日
冊
ま
で

○
特
別
展
　
雪
じ
よ
―
ギ
ョ
！
ぎ
よ
―

さ
か
な

の
ひ
み

つ
」
―
み
て
さ

わ
っ
て
う
ご
か
し
て
み
よ
う
―

期
間
　
３
月
５
日
０
～
４
月
１１
日
側

○
ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
０
５

石
見
の
伝
統
芸
能
や
味
が
ア
ク
ア

ス
に
集
合
す
る
楽
し
い
お
祭
り
で

す
。
３
月
１９
日
働
～
２‐
日
柵

【ベ
ビ
ー
と
マ
マ
の
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
生
後
３
か
月
か
ら
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

‐５
日
側
　
午
前
１１
時
～
正
午

□

石
見
武
道
館

【ひ
よ
こ
教
室
】

対
象
　
１
歳
前
後
か
ら
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者

〔∪

‐５
日
側

午
前
９
時
４５
分
～
‐０
時
４５
分

□

石
見
武
道
館

【キ
ッ
ズ
３
Ｂ
】

対
象
　
３
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も

毎
週
月
躍
日

（祝
日
以
外
）

午
後
４
時
郷
分
～
５
時
２０
分

ペ
ア
ー
レ
浜
日

【ベ
ア
ー
レ
日
曜
３
Ｂ
体
操
】

対
象
　
成
人

〔∪

２７
日
０

午
前
１１
時
～
午
後
０
時
１０
分

【親
子
３
Ｂ
体
操
フ
リ
ー
教
室
】

■

■

！

（
対
象
　
１
歳
前
後
か
ら
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者

〔田

２４
日
側

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

□

石
見
武
道
館

※
　
運
動
の
で
き
る
服
装

※
　
は
じ
め
て
の
人
は
な
る
べ
＜
申

し
込
み
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

【ヤ
ン
グ
マ
マ
３
Ｂ
体
操
フ
リ
ー
教

室
】
対
象
　
成
人
と
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん

（子
ど
も
同
伴
で
参
加
で
き
ま

す
。
）‐８
日
０
、
３‐
日
側

午
前
１０
時
～
１１
時

同

石
見
武
道
館

い
ず
れ
も
１
回
５
０
０
円

□

石
川
美
智
子
さ
ん

谷

④
ｌ
７
８
１
）

靴
で
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
　
５
歳
～
小
学
生

３
月
１９
日
０

午
前
１０
時
～
「
時

サ
ン
・
ビ
レ
ツ
ジ
浜
日

日

無斜

□

先
着
３０
人

（要
申
込
）

※
　
運
動
会
ほ
リ
ン
ク
中
央
で
行
い

ま
す
の
で
、
開
催
中
も

一
般

ス

ケ
ー
ト
滑
走
可
能
で
す
。

（ａ

・

④
ｌ
３
０
９

Aひ孤S

いわみ一る 4階

申込方法 研 1う名 (①～④A～ D)住 所 ,

氏名 ・電話番暑を明記 して、ホーム

ページか往復はがきでお申し込み<

ださい。

県立西部情報化センター

〒697-0016 野 原町1826-1

いわみ―る4階 (な②9346)
hitp://www.joho―shimane.or.jp/cc/

seibu/ ?

運
動
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準

ス
ポ
■
ツ
安
全

加
入
し
≡
せ
れ

グ
ル
ー
プ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
い
る
巻
さ
ん
、
万

一
の
事
故
区
備

え

て
、
側
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会

の

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
区
加
入
し

ま
せ
ん
か
。

成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
俸
だ
け
で
な

＜
、
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

・
文
化
活
動
を
行
う
団

体
な
ど
も
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
な

ら
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
故
　
グ
ル
ー
プ
活
動

中
の
事
故
、
往
復
途
上
の
事
故

保
険
期
間
　
４
月
１
日
～
翌
年
３
月

３‐
日

（年
度
途
中
で
も
加
入
で
き

ま
す
）

※
　
加
入
依
頼
書
は
、
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
に
も
あ
り
ま
す

根
県
支
部

（な
０
８
５
２
②
５
７

２
３
）

第
５０
　
　
　
　
　
　
　
紀
行

治
和
町
で
ま
ち
か
ど
探
検
を
し
ま

す
。

巡

見
使
が
歩
い
た
旧
山
陰
道

や
平
野
御
小
休
所
。
未
知
の
古
墳
や

知
ら
れ
ざ

る
這
跡
。
愉
快
な

エ
ピ

ソ
ー
ド
の
西
村
折
。
大
麻
山
参
詣
道

や
長
州
戦
争
の
謎
な
ど
、
不
思
議
発

見
旅
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

３
月
郷
日
個
　
午
前
９
時
に
Ｊ

Ｒ
周
布
駅
前
に
集
合
。
正
午
ご
ろ

ま
で
散
策
。

※
　
雨
天
の
場
合
ほ
ダ
日
０
区
延
期

※
　
資
料
代
を
負
担
し
て
＜
だ
さ

い
。下

村
明
雄
さ
ん

（午
後
５
時
以

降
奮
０
９
０

‐
７
１
３
１

‐
９
６

３
７
）

スポーツ安全保険 (2005年 )

圃

！
体
カロ 八 区 分

控卜金

(円)

対1象1範□

傷  害  保  険

ぼ 共1済1見舞金死 亡

(万円)

後違障桂

(最高〉
(方FE)

Attt日罰

(円)

通院(日翻

(円)

子

ど

も

の

団

体

A

中学生以下の子ども

スポーツ活動を行わ

ない六人脩液生以上)

団1/f括動中と

その往復中
2,000 3,000 4,000 1,500

身体賠償 1人 十億円

1事故5億円

財物賠償 1事故500万円

(各免貢1,000円)

突然死

(急性心不全、

脳内出血など)

160万円
A llll

中学生以下の子ども

団構 動中と

その往復中
2,100 31150 5,000 2,000

上記補償こ身体.財t/1賠惇

合算 1事故500万円を加算

子ども

ワイド

上記以外の個

人練習、十□人活

動など

1,000

身体朝物賠償合算

1事故500万円

(免貢1,000円)

対象となりま

せん

A C
A、AW、子どもワイド

の子どもと
一
緒こ

スポーツ活動を行

う大人(高校生以上)

団体活動中と

その往復中

1,000 11500 2,500 1,000
身体賠償 1人十億円

1事故5億円

財物賠償 1事故500万円

(各免貢1,000円)

突然死

(急生心不全、

脳内出血など)

160万円
C 2,000 3,000 4,000 1,500

大

人

の
団

体

A 高校生以上の文化活動団体

団体活動中と

その往復中

2,000 3,000 4,000 1,500身体賠償 1人1億円

1事故5億円

(免貢1,000円)

財物賠償 1事故500万に

(免貢1,000円)

突然死

(急性心不全、

脳内出血など)

160万円

B 老人クラブなどの団体 1,800 1,000

C 高校生以上のス下
一り活ll団体 21000 3,000 4,000 1,500

El 危険度の高いスポ
ーリ活動団体 |,800 1,000

石
見
　
　
　
　
　
　
　
―

一
斉

３
月
１１
日
Ｑ

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□

浜
日
市
民
集
会
所

原
則
無
料

（継
続
の
場
合
、
８

□
目
か
ら
５
、
０
０
０
円
）

弁
護
±
　
３
人
担
当
予
定

相
談
時
間
　
４０
分
以
内

予
約
方
法
　
事
前
区
電
話
で
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

公

②
４
５
１
４
）

石
央
地
域
の
地
場
産
品
を

一
堂
ほ

集
め
、
展
示

・
販
売
な
ど
を
行
い
ま

す
。

３
月
１３
日
個

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

（江
津
市
　
な
０
８
５
５
②
０
６

０
０
）

萩・石見空港をrlJ開してください

事業期間 13月31日冊 まで

◎受験生・就職活動生(中学
・高校・大学生)の空港

往復末」用1者と対しても1 0oo向をキヤツンユバツク

※ 旅行代連店であ事前申し込み、航空券購入が必

要です。  ■

◎中学 ,高校 ・六学生へのスカイメイト入会金

(1,o66円)金額動成

※ 市 内取扱店 の 石見エアサ
ービス浜日営業所

(aC)31400)‐ |

※ 詳 細ほお商い合わせ<ださい。

便〕1萩・有見本」用準大促進協議会
(な085600990)

格安のパツク商品(スツ飛び)をはじめ、快適アク

セス事業などの利用促進|と取り組んでいます。ぜひ

この機会|と大阪便、1萩・石見空港を利用して<だ さ

しヽ。
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地
域地

域
資
源
で
あ
る

「
ユ
ズ
」
を
余

す
こ
と
な
＜
活
用
し
て
、
地
域
興
し

区
成
功
し
た
こ
と
で
有
名
な
村
、
高

知
県
馬
路
村
的
そ
の
仕
掛
け
人
で
あ

る
、
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
専
務
、
東
谷
望
史
さ
ん
の
お
話
か

ら

〃
本
当
の
地
域
興
し

″
と
は
何
か

ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

３
月
４
日
０

午
後
２
時
３０
分
～
４
時
３０
分

受
付
　
２
時
～

県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

５
０
０
円

□

不
要
浜
日
農
業
士
会
事
務
局

（浜
日

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
指
導
グ

ル
ー
プ
内
）
宮
廻
さ
ん

（な
①
５
６
１
９
）

浜
田ど

な
た
で
も
気
軽
に
来
場
し
て
＜

だ
さ
い
。

①
屋
外
市
場

（公
民
館
関
係
団
体
区

よ
る
バ
ザ
ー
の
出
店
）

⌒

３
月
１２
日
仕

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

①
作
品
展
示
会

（浜
日
公
民
館
主
催

事
業

・
利
用
者
サ
ー
ク
ル
の
作
品

展
示
会
）

内
容
　
水
墨

・
俳
旬

・
川
柳

・
本
国

込
み
人
形

・
花

・
押
し
花

。
手
編

み
な
ど
３
月
１２
日
０
、
１３
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（た
だ
し

‐３
日
ほ
３
時
で
終
了
）

〔円
ス
側
一
浜
日
公
民
館

（奮

・

②
９
３
５
じ

人
権
　
　
　
　
　
！！
！
！

講
演

「私
が
好
き
、
あ
な
た
が
好

き
、
こ
の
町
が
好
き
」

―
暴
力
や
差
別
の
な
い
人
間
関
係

を
広
げ
よ
う
―

講
師
　
金
香
百
合
さ
ん
（ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研
究
所

長
）
３
月
１３
日
０

午
後
１
時
～
３
時
３０
分

□

国
府
公
民
館
研
修
室

圃

無
料

す
る
会
事
務
周
山
藤
志
途
恵
さ
ん

（奮
・囲
①
ｌ
０
３
３
）、
人
権
同

利
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（奮
内
線

２
６
０
）

島
根
特
別

講
演
　
み
ん
な
で
学
ぶ
人
権
事
業

「
子
育
て
、
愉
し
ん
で
い
ま
す
か
？

―
自
閉
症
文
化
の
愉
し
み
方
―
」

講
師
　
奥
平
綾
子
さ
ん

（０
め
め

め
と
う
自
閉
症
サ
ポ
ー
ト
企
画

取
締
役
、
兵
庫
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
日
プ

ロ
グ
ラ
ム
研
究
会
理
事
）

３
月
折
日
０

午
後
１
時
～
３
時

い
わ
み
―
る
４
０
１
研
修
室

※
　
託
児
希
望
者
ほ
事
前
ほ
申
し
込

ん
で
＜
だ
さ
い
。

日

範斜

申
込
締
切
日
　
３
月
２０
日
０

伺
Ｉ
岡
）
白
川
興
伸
さ
ん
（な
・囲

②
ｌ
８
７
９
、
携
帯
０
９
０

１
９

０
６
７

‐
９
４
７
３
）

口
‐ヨ
∞
↓
一
ヨ̈
Φ
の
Φ
ヨ
一∞
Ｎ
Ｏ
Ｏ
【ゆ
う
∞
①
・
〇
〇

Ｄ
　
コ
①
。
」
０

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
へ
　
▽
津

摩
町
　
渡
脇
正
則
　
▽
下
府
町
　
一二

浦
惇
子
　
▽
朝
日
町
　
南
容
太
　
▽

相
生
町
　
本
村
孝
　
▽
片
庭
町
　
新

宅
秀
夫

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
熟
日

町
　
植
日
貴
章
　
椎
木
基
之
　
▽
黒

川
町
　
尾
崎
和
子
　
▽
杉
戸
町
　
一向

橋
慶
子
　
▽
竹
迫
町
　
勝
部
幸
夫

▽
浅
井
町
　
佐
々
木
壽
　
▽
久
代
町

三
明
清
利
　
▽
港
町
　
玉
木
健
市

▽
下
府
町
　
一三
浦
惇
子
　
▽
相
生
町

木
村
喜
　
林
哲
子
　
▽
長
浜
町
　
伊

藤
克
典
　
▽
津
摩
町
　
大
日
勝
義

▽
原
井
町
　
佐
々
木
憲
美
子
　
▽
朝

日
町
　
江
木
修
二

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
山
本
幸
則
　
○
下
府
＝
▽
下

府
町
　
一二
浦
惇
子
　
○
下
府
６
１
１

＝
▽
下
府
町
　
佐
々
木
輝
文
　
○
下

府
６
１
２
＝
▽
下
府
町
　
一二
浦
惇
子

○
松
原
４
１１
▽
黒
川
町
　
尾
崎
和
子

○
相
生
３
＝
▽
相
生
町
　
本
村
孝

○
瀬
戸
見
１

・
２
＝
▽
瀬
戸
見
町

伊
藤
敏
郎
　
○
杉
戸
＝
▽
杉
戸
町

高
橋
慶
子
　
○
長
見
２
＝
▽
長
見
町

栗
原
和
登
　
○
津
摩
＝
▽
津
摩
町

大
日
勝
義
　
○
大
谷
下
＝
▽
西
村
町

一
ノ
谷
栄

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
唐
鐘
＝
▽
国

分
町
　
山
本
幸
則
　
○
熱
田
７
は
▽

熱
日
町
　
橋
本
英
道
　
椎
本
文
子

○
久
代
＝
▽
久
代
町
　
一二
明
清
和

○
牛
谷
＝
▽
内
村
町
　
主再
木
章
　
○

周
布
１
＝
▽
周
布
町
　
小
山
照
雄

○
浅
井
＝
▽
浅
井
町
　
佐
々
木
壽

○
津
摩
＝
▽
津
摩
町
　
岡
由
美
子

◎
国
府
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▽
下
府
町
　
一二
浦
惇
子

◎
長
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

▽
長
浜
町
　
伊
藤
売
典

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ
　
▽
国
分
町
　
柳
榮

萩
本
恵
美
子
　
山
本
幸
則
　
伊
津
澄

男
　
▽
相
生
町
　
林
哲
子

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ
　
▽
熟
日
町

橋
本
英
道
　
▽
黒
川
町
　
尾
崎
和
子

▽
内
村
町
　
清
水
ヒ
デ
コ
　
▽
相
生

町
　
林
哲
子
　
▽
周
布
町
　
小
山
照

雄◎
美
川
苑
へ
　
▽
周
布
町
　
小
山
照

雄◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
　
▽
国
分
町
　
山
本
幸
則
　
▽
下

府
町
　
佐
々
木
輝
文

◎
美
川
幼
稚
園
へ
　
▽
内
村
町
　
主円

本
章
◎
さ
ざ
ん
か
へ
　
▽
片
庭
町
　
新
宅

秀
夫

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
の
電

設
サ
ー
ビ
ス

◎
公
民
館
な
ど
へ
　
○
久
畑
＝
▽
上

府
町
　
佐
々
木
年
雄

◎
市
郷
土
資
料
館
へ
　
▽
殿
町
　
一二

隅
彰
◎
美
川
苑
へ
　
▽
は
っ
ぴ
―
フ
レ
ン

ズ◎
か
も
め
塾
へ
　
▽
元
浜
町
　
新
宅

勝
利

　

・

1 5  広 報はまだ :平成17年3月 1日暑 □
=日時 □ 場 所 □ 掟 真 日 料 金 □

=申込先 □ 布 募先 □
=間じ治 わせ先



書
季
豊
□
火
災
予
防
運
動
縮

“
標
語

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な

る
時
季
を
迎
え
る
た
め
、
３
月
１
日

側
か
ら
７
日
側
ま
で
の
７
日
間
、
全

国

一
斉
区
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

【運
動
の
重
点
目
標
】

◇
消
防
法
改
正
を
踏
ま
え
た
住
宅
防

火
対
策
の
推
進

住
宅
火
災
Ｅ
よ
る
高
齢
者
な
ど
の

受
害
時
要
援
護
者
の
逃
げ
遅
れ
ほ
よ

る
死
者
の
発
生
を
防
止
す
る
。

◇
放
火
火
災

・
連
続
放
火
火
災
予
防

対
策
の
推
進

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
＜
り
を
推

進
す
る
た
め
、
町
内
会
な
ど
が

一
杯

と
な
っ
て
対
策
を
推
進
す
る
。

◇
消
火
器
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推

進消
火
器
の
不
適
切
点
検
予
防
策
を

周
知
し
、
ト
ラ
ブ
ル
情
報
の
伝
達
体

制
を
構
築
す
る
。

【住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
の

「い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
Ｌ

◇
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
ほ
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
ほ
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ
る

と
き
は
励
ず
火
を
消
す
。

《消防サイレン信号》

信暑別

演習収集信暑 火災注意信暑

火災警報信暑 火災信暑

種 月」
火災警報発令

信  暑

消防職団員の

招集信暑

信 暑

サイレッ

015秒 吹鳴

16秒 休止

●

|

30秒映鳴 ●30秒吹鳴

16秒 休止

●

|

● 5秒 吹鳴

16秒 休止

●

|

回数 5 回 1 回 2回 10回以上

目的

消防演習のため消

防職団員を招集す

るとき吹鳴します。

消防出初式のとき

こも吹鳴します。

春秋の火災予防

運動中警火心の

高揚を図るため

午後9時こ吹鳴

します。

空気が乾燥 し

火災の起こり

やすい気象状

況 |こなったと

き吹鳴します。

火災が発生し

緊急|こ消防職

団員の招集の

必要があると

き吹鳴します。

『
火
は
消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て
』

◇
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
Ｅ
住
宅
用

火
災
警
報
機
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
区
防
糞
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す

一る
。

・
高
齢
者
や
身
添
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
隣
近
所
の
協
力
俸
制

を
作
る
。

※
　
運
動
期
間
中
は
午
後
９
時
に
サ

イ
レ
ン
３０
秒
を
１
回
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
お
や
す
み
前
に
も
う

一
度

火

の
元
の
点
検
を
行

い
ま
し
よ

一つ
。

（浜
日
地
区
消
防
本
部
）

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

くらしのけ均   ド
○火災のテレホンサービス い ④ 4343)

○子どもと家庭電話相談室 (奮0120-258-641)

○休日応急診療 E3曜 日 ・祝日/10時～16時/市役所地階 休

日応急診療所

○行政 ・人権相談 水 躍国/108寺～153寺/市役所 2階 201会議

室

○消費生活相談 月 ～金躍日/環境課

○総合相談 周 躍日/100寺～15時/総合福祉センター (野原町

8591、 a② oo68)

○法律相談 金躍 日/10B寺～16時/石見法律相談センター

(市役所日町分室内、奮②4514)※ 要予約

○交通事故相談所開設日 火 ・水 ・金躍日および7日 働 /9

8寺～16時/しヽわみ一る2階

※ 弁 護士|こよる無料相談 (要予約)第 3水 躍口/13時15分～

14時45分/予約 ・連絡先 《浜日支所な②9342、 松江本

所を]・匝D0852に 25102・ 6509》

○こころの健康相談 3月 11日(金)/13時～15時/浜日健康福祉

センター高齢者障害者支援グループ (片庭町、な④555

0)へ 電話で申し込みをしてから

○青少年サポートはまだ 奮 0120-783-419/周
～土曜日 (祝日は休み)/10時 ～18時

○高齢者 ・障害者相談 ※ 相談は無料

相談日 月 ～土躍日 9時 ～16時(第4土躍日・祝日ほ休み)

専門相談 弁 護士 ・司法書士 ・精神科医 ・臨床心理士 ・

社会福祉士など|こよる相談 ※ 要予約

県高齢者 ・障害者総合相談センター (いわみ一る2階 )

ンルバー110番 a② 9337

障害者110番 奮 御 338、 囲 ②9339

※ 手 話通訳 ・要約筆記の2要 な人ほFAXな どで連絡

○外国人に関する無料法律相談

第4水躍圏/133寺～16時/しまね国際センター西部支所

(熱日町21352浜 日ポートセンター内、な②7456)

※ 要 予約

※ 一 般本目談もあります。(月～金躍日 9時 ～17時)

16広報ほまだ :平成17年 3月 1日暑


